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Uji-cha Tea Cultural Landscape

　京都府南部の山城地域は、中国から渡来したお茶を育み、長い歴史の中で、茶生産の技術的な革
新により「抹茶」「煎茶」「玉露」を生み出しました。伝統の継承と技術革新を繰り返しながら日本
のお茶の文化を支え、素晴らしい特有の景観を生みだすなど、まさに「日本茶のふるさと」であります。
しかも、宇治茶は、何世紀にもわたって日本茶のトップブランドとして評価され、日本のみならず
世界の喫茶文化の新たな展開にも貢献しており、日本の宝、世界の宝です。
　この宇治茶の素晴らしさを日本や世界の人々に伝え、人類共通の貴重な宝として将来にわたって
継承していくことを目的に世界文化遺産の登録に向けた取組を始めました。

　これを契機として、山城地域を宇治茶の文化や歴史を切り口に、地域の魅力や資産、人材をネッ
トワーク化することにより、多くの人が訪れる日本茶文化の一大拠点として創出していく「お茶の
京都」の取組みを地域の皆さんとともに進めています。

　平成27年4月には、この山城地域の日本の喫茶文化をリードしてきた歴史や美しい茶畑の景観を
通じたストーリーが「日本茶800年の歴史散歩」として日本遺産の第1号として認定され、今年4月
は新たに4市町の構成文化財が日本遺産に加えられるなど、「お茶の京都」を構成する12市町村すべ
てが日本遺産の対象市町村に認定されたことから、平成29年度をターゲットイヤーに進めている「お
茶の京都」の取組に一層の弾みがつくことを期待しています。
　「お茶の京都」の展開、世界文化遺産登録の取組を通して、宇治茶が、伝統産業や日本文化と深く
結びついた世界に誇る素晴らしいブランドであることを、日本だけではなく世界的な価値として発
信していくためには、宇治茶の魅力や価値を大切にして、地域ぐるみで行う景観保全や、その技術
や文化を維持していくことが一番大切であり、その延長線上に世界文化遺産の登録があります。

　今後、東京オリンピック・パラリンピックの開催など、海外からの観光客の増大も見込まれる中、
山城地域を宇治茶の魅力を、体験し、味わっていただけるような地域として発展させていけるよう、
皆さんのより一層の御協力を御願いいたします。

　本資産は、中国から受容した蒸し製法を含む茶の生産法をもとに覆下栽培と宇治製法（青製煎茶製法）
という新たな生産技術により、世界にない新しい緑茶、「抹茶」、「煎茶」、「玉露」を生み出した技術革新
を示す文化的景観である。約700年にも渡る宇治茶の生産法は、茶葉の栽培を行う覆下茶園及び露地茶園、
荒茶製造を行う茶工場、仕上茶製造と合組を行う茶問屋からなる特有の景観を形づくり、今も進化を続け
る。この生産法は、日本各地の茶産地に伝えられ、日本における茶生産の発展においても大きな役割を果
たした。そのため、本資産は、世界及び日本における茶の歴史の理解のために欠くことができない重要な
文化的景観である。

　中国を原産地とする茶は、人類が利用しはじめてから約2000年の歴史を有し、今日全世界で親しまれ
ている保健飲料であり嗜好飲料である。日本には、中国への留学僧や商人によって、9世紀前期までに伝
えられたとされ、健康によいとして独自の喫茶文化を生み出した。

　京都府南部の山城地域における茶の生産は14世紀前期までさかのぼり、中国の宋から蒸し製法をはじ
めとする茶の生産法が伝わった。以降、政治と文化の中心地であり茶の大消費地でもある京都の近郊とい
う好立地にあることから、水運を利用して大都会ならではの豊富な下肥や、菜種油粕などの肥料が入手し
やすい環境にあるとともに、茶の栽培に適した自然条件にも恵まれ、伝統の継承と技術革新を繰り返しな
がら、遅くとも15世紀中期までには日本を代表するトップブランド「宇治茶」の産地として知られるよ
うになった。その後、その地位に甘んじない茶業者の努力により、「抹茶」、「煎茶」、「玉露」という新た
な日本特有の茶を生み出し、今日までその地位を保ち続けている。

　その結果、「抹茶」、「煎茶」、「玉露」の栽培に対応した平地のみならず丘陵や河川敷に展開される覆下
茶園や傾斜地に展開される山なり開墾と呼ばれる露地茶園などの茶園と、茶農家と茶工場のある集落、水
運など地の利を活かした茶問屋の町並みが形成され、現在に至るまで受け継がれている。
本資産は、このような複数の茶種の生産により形成される多様な茶園と茶生産関連施設等を構成資産とす
ることから、その内容はシリアルプロパティ（複数の遺産を同じ歴史や文化群のまとまりとして関連付け、
全体で価値を有するもの）となる。

　また当地域において、「抹茶」の生産は「茶の湯」を、「煎茶」、「玉露」の生産は「煎茶道」という喫茶
文化を支え続けている。その一方で「煎茶」の生産は、急須で茶を淹れるという「日常生活に根付いた喫
茶文化」を一般化させた。このように当地域では、「抹茶」、「煎茶」、「玉露」を生産することにより、国
民諸階層を対象とした緑茶の喫茶文化の形成に大きく寄与している。

　「宇治茶の生産景観」は、「緑茶生産の伝統と革新の歴史」、「緑茶生産の歴史上の重要な段階を物語る景
観の類型」、「緑茶生産を特徴づける土地利用」、「喫茶文化との関連」という点において、緑茶として独自
の発展をとげるとともに、喫茶文化の形成にも寄与した緑茶生産の歴史・文化を雄弁に物語る無二の茶の
文化的景観である。
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安土桃山時代～江戸時代後期～

鎌倉時代後期～（推定）

江戸時代前期～

宇治の茶栽培の始まり

覆下茶園と茶師玉露の開発

江戸時代中期～
青製煎茶製法

戦後～
山なり茶園

江戸時代後期～
茶問屋の発達

宇治田原における茶発祥の地

普遍的価値
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